
 

【2026 ヒロシマ平和の旅に 9 家族 26 名が参加】 
７月２４日(金)・２５日(土)の１泊２日で実施したヒロシマ平和の旅には、ユーコープの組合員

と家族 26 名が参加しました。 

１日目はワークピア広島にて開催された被爆者の桒本
くわもと

勝子さんの講話のあと、路面電車で平

和記念公園に移動。真夏の強い日差しの下、原爆が投下された８１年前の８月６日を思いながら

被爆遺構めぐりを行いました。「原爆の子の像」では、静岡から持参した千羽鶴と平和への願い

を込めた短冊を子どもたちが奉納。平和記念資料館を見学したあと、「被爆アオギリの木」や「爆

心地」などにも立ち寄りました。２日

目の自由行動では、各家族が思い思

いに宮島や呉、大久野島(うさぎ島)

などを訪れていました。 

広島の被爆の歴史を深く知り、平

和への思いを確認する旅となりました。  

 

 

 

静岡県生協連の「ヒロシマ平和の旅」は１泊２日で自由行動が多いのが特長です。そのため、事前学習や参加者同士の交

流をすすめるため、「ガイダンス」と「振り返りの会」も大切にしています。 

 

 

 

ガイダンスでは、1 泊 2 日の行程概要の説明や事前学

習が行われました。 

冒頭、清水常務理事の絵本「へいわ

とせんそう」の読み聞かせがあり、平和

なくらしと戦争のあるくらしをゆっくり

考える時間となりました。 

その後家族ごとに「広島で楽し

みにしていること」を考えて、発表

しました。「学校の国語

の授業で戦争について

学んだのがきっかけで

ヒロシマを訪れたいと

考えた」「浜岡原発で原

子力について知り関心

を持った」「揚げもみじ

を食べたい」など、思

い思いに旅への期待

や楽しみにしているこ

となどが報告されまし

た。 
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(上)被爆当時小学校１年

生だった桒本さん。何よ

り辛かったのは、食べ物

がなかったことだそう。 

(左)暑いけれど、原爆ドームを目の

当たりにし、目を奪われる参加者。 

(中)静岡から持ってきた千羽鶴に

願いを込めた短冊をつけ、原爆の子

の像にささげます。平和な世の中に

なりますように。 

(上)「へいわとせんそう」 

谷川俊太郎 著 

(左上、左)どの家族からも

旅を楽しみにしている様

子が伝わってきました。 

 旅から１カ月、夏休みももうすぐ終わり、というタイミ

ングで振り返りの会が行われました。参加者の皆さん

には家族ごと、ヒロシマで知ったことや皆さんに伝えた

いことを事前にまとめ、レポートしていただきました。   

今年は旅に参加していない家族の方にも参加してい

ただけるように、ハイブリッドでの開催としました。 

 「語り部の桒本さんの講話がとても貴重だと感じた」

「戦時中毒ガスが製造され、地図からも消されていたう

さぎ島の歴史に驚いた」「同年代の少年たちの遺品に

怖さと悔しさを感じた。相手に敬意を払っていくこと

で、身の回りの喧嘩や争いを少しでも減らしたい」「ヒロ

シマの旅は素晴らしいのでこの先もぜひ続けてほしい」

など、多数の感想が寄せられました。 

(右) パワーポイント、

Instagram の動画や

写真、iPad による動

画、模造紙など、バラ

エティに富んだ方法で

報告し合いました。 



回通常総会（6 月 26 日）の開催に向け、議案書の作成・印刷、代議員への発送を行うとともに、当日出席できな 
員に対して代議静岡県司法書士会館員証および書面議決書の事前提出への協力を依頼しました。 

一昨年は、総会当日に大雨の影響で代議員が会場へ来場できない可能性が生じたことを踏まえ、昨年度から書面議決書

の事前提出をお願いしています。今年度も代議員の皆さんの協力により、総会開催前に予定していたすべての書面議決

書を提出いただくことができ、円滑な総会運営に向けた準備を整えることができました。 

【消費者問題ネットワークしずおか第 21 期定期総会】 
８月７日(金)静岡県司法書士会館にて２１回目の消費者ネット定期総会が開催され、2025 年

度活動・決算報告や 2026 年度活動計画など全 5 議案を満場一致で可決しました。 

消費者ネットでは、２０２５年度は消費生活相

談員資格取得支援講座が継続して実施され、

創立２０周年記念事業も行われました。２０２６

年度は相談員講座の継続や今後の組織のあり

方の検討を進める方針です。また、創立から代

表として活動を支えてこられた、色川卓男静岡

大学名誉教授が退任し、２０２６年度は新代表

として、静岡県生活協同組合連合会の中村範

子代表理事会長が選任されました。 

第２部の講演会として、色川卓男前代表による「大学と地域で歩んだ 

２９年と２０年」が開催されました。色川先生の教え子が大勢参加し、色

川先生の「最終講義」にふさわしいにぎやかな講演会となりました。 

 

【協同組合間提携推進協議会総会】 
8月10日（月）静岡グランドホテル中島屋にて提携協総会が開催されました。提携協の正副会長・委員8名、正副幹事長・

幹事6名が参加し、梶毅会長の挨拶から始まり、議長である中村会長のもと、2025年度の事業報告・２０２６年度の事業

計画など６つの議案すべてが原案通り承認されました。 

 第２部では、講演が行われました。大阪府内の協同組合や非営利

団体が連携して社会貢献活動を行う「大阪府協同組合・非営利協

同セクター連絡協議会」(通称OCoNoMi
お こ の み

 おおさか)では、様々な

セクターからの参加で「ゆるやか・

あいのり・やってみる」をキーワー

ドに様々な取り組みを展開してい

るイキイキとした様子が報告され

ました。 

 

 

 

行政・諸団体関係への役員参加状況（2026 年 7 月～2026 年 8 月） 

7/2  労福協高齢者の孤独・孤立支援第 1 回検討委員会 

7/5  労福協 チャリティコンペ   

7/7  第 1 回静岡県持続的食料システム円卓会議 

7/8  労福協事業団体実務責任者会 

     労福協団体役員慰労会 

7/9  2026・2027 年度 第 1 回 ALWF 自主研究会 

7/10 消費者ネットしずおかの方向性検討会 

7/17 静岡県生協連 第 2 回理事会 

7/18 ヒロシマ平和の旅 ガイダンス 

7/21 第 1 回中央地連運営委員会 

     第 1 回県連活動推進会議 

7/22 被爆 2 世アオギリ植樹式（ユーコープ） 

7/24～25 ヒロシマ平和の旅 

7/30 県労済生協総代会 

8/4  フードバンク第 3 回理事会 

8/5  静岡県生協連 三役会議 

8/7  消費者問題ネットワークしずおか 

第 21 期定期総会 

     静岡県くらし・環境部訪問 

8/10 協同組合間提携推進協議会総会 

8/19 日本生協連消費者問題学習会 

8/22 ヒロシマ平和の旅 振り返りの会 

静岡県生協連２０２６年度第２回理事会報告 

【日時】２０２６年７月１７日(金)１３：00～14：50 

【会場】ＡＬＷＦロッキーセンター 

【出席者】理事１２名 監事２名 

【議長】代表理事会長 中村範子  

【議事録の確認】 

２０２５年度第７回理事会議事録 

２０２６年度第１回理事会議事録 

【報告事項】 

(1)県生協連事業報告 

① 第６１回通常総会 議事録 

② 会員生協向け研修会の開催について 

③「くらしに役立つセミナー」の開催について 

 ④役員研修会「ファシリテーション講座」の開催について 

⑤第４８回東海北陸生協行政合同会議への 

参加について 

⑥２０２６年夏季フードドライブ仕分けボランティアの 

募集について 

⑦令和 8 年度静岡県生活協同組合連合会補助金の 

交付決定について 

⑧貸借対照表・損益計算書（6 月度） 

⑨静岡県生協連 MCA 無線通信訓練実施報告 

⑩中央地連 2026 年度第 2 回 MCA 無線訓練結果 

(2)会員生協事業報告 

(3)行政関係・諸団体関係報告 

（4）三役活動報告  

 

色川卓男静岡大学名誉教授 

第２部の講演会の様子 

提携協総会の様子。梶毅会長のご挨拶。 


